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商品市況展望  

平成 25 年 4 月 28 日記 

金相場急落、「炭鉱のカナリア」が発する警告金相場急落、「炭鉱のカナリア」が発する警告金相場急落、「炭鉱のカナリア」が発する警告金相場急落、「炭鉱のカナリア」が発する警告    

［ロンドン 15 日 ロイター BREAKINGVIEWS］ 

 金相場は、金融市場における「炭鉱のカナリア」と言える。金相場は、金融市場における「炭鉱のカナリア」と言える。金相場は、金融市場における「炭鉱のカナリア」と言える。金相場は、金融市場における「炭鉱のカナリア」と言える。金価格のバブル崩壊は、債券や商品、株式の各

市場に潜む巨大なリスクを警告している。それらの危険はまだ差し迫ったものではないが、まぎれもなく本物

だ。 

最近の金相場の調整は極端だ。最近の金相場の調整は極端だ。最近の金相場の調整は極端だ。最近の金相場の調整は極端だ。金相場は過去 10 年にわたり順風満帆だった。金投資家たちは、米国の住宅

バブルを賢明にも信用せず、住宅バブルがはじけると量的緩和で米ドルは下落し、超低金利によって金保有の

機会費用も低下した。 

しかし、米景気は弱いながらも回復の兆しを見せ、米ドルは上昇し始めた。スマートマネー（先見の明があスマートマネー（先見の明があスマートマネー（先見の明があスマートマネー（先見の明があ

る投資家の資金）はすでに金から逃げ出している。相場の転機は来るべきして来たのだ。る投資家の資金）はすでに金から逃げ出している。相場の転機は来るべきして来たのだ。る投資家の資金）はすでに金から逃げ出している。相場の転機は来るべきして来たのだ。る投資家の資金）はすでに金から逃げ出している。相場の転機は来るべきして来たのだ。 

 

金と銀以外の市場でも大きな調整局面のリスクは存在するが、相場の転換点はまだ訪れていない。株式市場

と商品市場にとって問題になるのは、米国経済や世界経済についての懸念や、企業業績のネガティブサプライ

ズのリスクだ。中国の第 1・四半期の国内総生産（GDP）伸び率は前年比 7.7％と、第 4・四半期の 7.9％か

ら鈍化し、市場予想の同 8.0％も下回った。米国の最近の小売売上高や雇用に関する指標も落胆を誘うものだ

った。 

ただ、こうした景気への懸念は、米連邦準備理事会（ただ、こうした景気への懸念は、米連邦準備理事会（ただ、こうした景気への懸念は、米連邦準備理事会（ただ、こうした景気への懸念は、米連邦準備理事会（FRBFRBFRBFRB）の金融緩和がすぐには終わらないとの期待を）の金融緩和がすぐには終わらないとの期待を）の金融緩和がすぐには終わらないとの期待を）の金融緩和がすぐには終わらないとの期待を

維持する。維持する。維持する。維持する。米国株式市場は過去最高値を更新しており、投資家の不安心理の度合いを示すシカゴ・オプション

取引所（CBOE）ボラティリティー・インデックス（ＶＩＸ指数）は 2007 年以来の低水準となっている。 

米国債価格の上昇は、量的緩和が早期に終了することはないとの見方を裏打ちするものだ。米 10 年債利回

りは、3 月 2％強から足元では 1.72％に低下した。日銀の大胆な金融緩和も米国債の支援材料になるだろう。

金融緩和と経済の低成長が続くとの見方を背景に、安全資産である国債は引き続き選好されるだろう。金融緩和と経済の低成長が続くとの見方を背景に、安全資産である国債は引き続き選好されるだろう。金融緩和と経済の低成長が続くとの見方を背景に、安全資産である国債は引き続き選好されるだろう。金融緩和と経済の低成長が続くとの見方を背景に、安全資産である国債は引き続き選好されるだろう。 

 

金融市場にとって大きな問題は、経済成長への懸念が後退し、金融市場にとって大きな問題は、経済成長への懸念が後退し、金融市場にとって大きな問題は、経済成長への懸念が後退し、金融市場にとって大きな問題は、経済成長への懸念が後退し、FRBFRBFRBFRB が異例の金融政策を終える時に訪れる。が異例の金融政策を終える時に訪れる。が異例の金融政策を終える時に訪れる。が異例の金融政策を終える時に訪れる。

そうなれば、株式と商品はかなり下落する可能性がある。そうなれば、株式と商品はかなり下落する可能性がある。そうなれば、株式と商品はかなり下落する可能性がある。そうなれば、株式と商品はかなり下落する可能性がある。ただ、経済のファンダメンタルズ強化により、調整

はある程度軽減されるかもしれない。国債価格の調整はより深刻だろう。  

金相場急落が投資家に与える教訓は、すでに多くの人が知っているものだ。市場はイージーマネーによって金相場急落が投資家に与える教訓は、すでに多くの人が知っているものだ。市場はイージーマネーによって金相場急落が投資家に与える教訓は、すでに多くの人が知っているものだ。市場はイージーマネーによって金相場急落が投資家に与える教訓は、すでに多くの人が知っているものだ。市場はイージーマネーによって

危険なまでに歪められており、いずれ訪れる調整局面では、相場の下落は深刻なものになることを忘れてはな危険なまでに歪められており、いずれ訪れる調整局面では、相場の下落は深刻なものになることを忘れてはな危険なまでに歪められており、いずれ訪れる調整局面では、相場の下落は深刻なものになることを忘れてはな危険なまでに歪められており、いずれ訪れる調整局面では、相場の下落は深刻なものになることを忘れてはな

らない。らない。らない。らない。    

 

前々から決まっていた週刊レポートの休刊日に合わせるかのように、金相場が 5,000 円台→

4,100 円台まで 2 日間で一時 900 円もの大暴落を演じた。前回のレポート発行時点で、300 円分

の下げはすでにわかっていた話だったが、そこから更に 600 円も一気に下げるとは…。 

上記はロイターのコラムニストのコメントだが、同じくロイターは今回の金の大暴落を｢2 億

年ぶりの大暴落｣と述べている。2 億年前には金相場どころか、人類もいないわけだが、まあそ

れだけショッキングな出来事だったという例えだろう。 

もう一つ、コメントを紹介しよう。 
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田中宇の国際ニュース解説田中宇の国際ニュース解説田中宇の国際ニュース解説田中宇の国際ニュース解説    無料版無料版無料版無料版 2013 2013 2013 2013 年年年年 4444 月月月月 16161616 日日日日 http://tanakanews.com/ 

★ 通貨戦争としての金の暴落 

 金地金の相場が暴落した。金地金の相場が暴落した。金地金の相場が暴落した。金地金の相場が暴落した。4444 月月月月 12121212 日からの日からの日からの日からの 2222 営業日で、金価格はドル建てで営業日で、金価格はドル建てで営業日で、金価格はドル建てで営業日で、金価格はドル建てで 10101010％ほど下がった。％ほど下がった。％ほど下がった。％ほど下がった。しばらく

前から、米国の金融界は、金相場の大幅下落を予測する報告書を出していた。3333 月末にはゴールドマンサック月末にはゴールドマンサック月末にはゴールドマンサック月末にはゴールドマンサック

ス（ス（ス（ス（GSGSGSGS）が、金相場が）が、金相場が）が、金相場が）が、金相場が 1111 オンスオンスオンスオンス 1200120012001200 ドルまで下がるという予測を出していた。ドルまで下がるという予測を出していた。ドルまで下がるという予測を出していた。ドルまで下がるという予測を出していた。3333 月末の金相場は月末の金相場は月末の金相場は月末の金相場は 1600160016001600 ドルドルドルドル

前後で、急落後のいま（前後で、急落後のいま（前後で、急落後のいま（前後で、急落後のいま（4444 月月月月 16161616 日）は日）は日）は日）は 1300130013001300 ドル台だ。ＧＳの予測はほぼあたっていた。ドル台だ。ＧＳの予測はほぼあたっていた。ドル台だ。ＧＳの予測はほぼあたっていた。ドル台だ。ＧＳの予測はほぼあたっていた。 

http://www.activistpost.com/2013/03/ignore-banks-bearish-statements-on-gold.html 

Ignore Banks' Bearish Statements on Gold 

 

 米金融界が、今回の金暴落を事前におおむね正確にあてられたのは、当然ともいえる。金相場の暴落は、米

金融界が引き起こしたものだという指摘があるからだ。暴落が始まった暴落が始まった暴落が始まった暴落が始まった 4444 月月月月 12121212 日、メリルリンチ（日、メリルリンチ（日、メリルリンチ（日、メリルリンチ（バンカメバンカメバンカメバンカメ

の一部門）の仲買部門が、顧客からの依頼を受け、金先物市場での一部門）の仲買部門が、顧客からの依頼を受け、金先物市場での一部門）の仲買部門が、顧客からの依頼を受け、金先物市場での一部門）の仲買部門が、顧客からの依頼を受け、金先物市場で 60606060 億ドル分の売り注文を出し、相場が急落億ドル分の売り注文を出し、相場が急落億ドル分の売り注文を出し、相場が急落億ドル分の売り注文を出し、相場が急落

したという。その後、ヘッジファンドや投資銀行などの機関投資家がこぞって金先物を売り放ち、合計したという。その後、ヘッジファンドや投資銀行などの機関投資家がこぞって金先物を売り放ち、合計したという。その後、ヘッジファンドや投資銀行などの機関投資家がこぞって金先物を売り放ち、合計したという。その後、ヘッジファンドや投資銀行などの機関投資家がこぞって金先物を売り放ち、合計 150150150150

億ドル分の売り注文によって下落が加速した。億ドル分の売り注文によって下落が加速した。億ドル分の売り注文によって下落が加速した。億ドル分の売り注文によって下落が加速した。 

http://investmentwatchblog.com/massive-20-billion-paper-gold-sell-orders-trigger-stop-loss-selling-and-u

nfounded-panic/ 

Massive $20 Billion Paper Gold Sell Orders Trigger Stop Loss Selling And Unfounded Panic 

 

 この日の数時間で売られた金先物は、金地金の現物に換算するとこの日の数時間で売られた金先物は、金地金の現物に換算するとこの日の数時間で売られた金先物は、金地金の現物に換算するとこの日の数時間で売られた金先物は、金地金の現物に換算すると 400400400400 トン分で、世界でトン分で、世界でトン分で、世界でトン分で、世界で 1111 年間に掘り出さ年間に掘り出さ年間に掘り出さ年間に掘り出さ

れる金地金のれる金地金のれる金地金のれる金地金の 15151515％にあたる。％にあたる。％にあたる。％にあたる。とはいえ実際に売られたのは金の現物でなく、現物とつながりがない金先物だ。

金地金の価格は、金相場によって決まるが、金相場は現物の市場でなく、現物との交換を前提としていない先

物市場だ。価格操作が頻発する先物相場に影響されない、現物の需給だけで決まる「金の現物価格」は、今の

世界に存在しない。先物の価格が現物の価格である。先物市場は、実際に賭けた資金の 10 倍とか 20 倍の価

格分を投資できるので、取引の額は、現物より先物の方が何十倍も大きい。だから、金相場は金融界の意志に

よって簡単に動く。 

http://tanakanews.com/130413bubble.php 

 

◆世界的バブル崩壊の懸念 

 米金融界が金相場を急落させたのだとしたら、その理由は、債券や株などの市場から、金市場に資金が流出米金融界が金相場を急落させたのだとしたら、その理由は、債券や株などの市場から、金市場に資金が流出米金融界が金相場を急落させたのだとしたら、その理由は、債券や株などの市場から、金市場に資金が流出米金融界が金相場を急落させたのだとしたら、その理由は、債券や株などの市場から、金市場に資金が流出

していく事態を未然に防ぎ、金融界の儲けの源泉となっている債券や株の市場を守るためだろう。していく事態を未然に防ぎ、金融界の儲けの源泉となっている債券や株の市場を守るためだろう。していく事態を未然に防ぎ、金融界の儲けの源泉となっている債券や株の市場を守るためだろう。していく事態を未然に防ぎ、金融界の儲けの源泉となっている債券や株の市場を守るためだろう。金融界の中

心にある債券金融システムは、08 年のリーマンショックのバブル崩壊後、米連銀による資金供給の大増加策

（量的緩和、QE3）などによって表向き再び繁盛しているが、実体的には延命しているだけで、連銀が QE3

をやめたら再崩壊の危機に陥りそうだ。連銀は QE3 ドルの刷りすぎによって不健全な状態になっており、連

銀内から「早く QE3 をやめるべきだ」との声が挙がっている。 

http://www.marketwatch.com/story/fed-could-start-tapering-qe3-this-summer-williams-2013-04-03 

Fed could start tapering QE3 this summer: Williams 

 

 金融システムの崩壊を防ぐには、資金量を増やして価格を維持する方法のほかに、金融界から他の分野への金融システムの崩壊を防ぐには、資金量を増やして価格を維持する方法のほかに、金融界から他の分野への金融システムの崩壊を防ぐには、資金量を増やして価格を維持する方法のほかに、金融界から他の分野への金融システムの崩壊を防ぐには、資金量を増やして価格を維持する方法のほかに、金融界から他の分野への

資金の逃げ道を断ち、資金がほかに行かないようにする方法がある。資金の逃げ道を断ち、資金がほかに行かないようにする方法がある。資金の逃げ道を断ち、資金がほかに行かないようにする方法がある。資金の逃げ道を断ち、資金がほかに行かないようにする方法がある。そして、株や債券から資金が逃避しうる

先の一つとして存在するのが金地金だ。株や債券、預金、現金（通貨）などは、いずれも連銀など当局と金融

界の発明物であり、金融界が価値を操作して崩壊を防げる。対照的に、人類が金融界を持つ前に価値の備蓄先
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として使っていた金地金は、古くさく野蛮なものであるが、金融界やドルのライバル的な存在だ。だから金融

界は、連銀の QE3 が限界に近づき金融崩壊が再来する懸念が増す中で、金相場に先制攻撃をかけて暴落させ

たのだろう。金融界は、ドルを守るために金を攻撃する通貨戦争をやっている。金融界は、ドルを守るために金を攻撃する通貨戦争をやっている。金融界は、ドルを守るために金を攻撃する通貨戦争をやっている。金融界は、ドルを守るために金を攻撃する通貨戦争をやっている。 

 

 米金融界が金相場を暴落させたのなら、それは自分たちの儲けを守る意味もあるものの、同時に、ドルや米

国債を崩壊から守り、世界の混乱を防いだともいえる。だがさらに深く掘り下げると、ドルや米国債を崩壊に

瀕する状態にした原因は、この 30 年間続いた債券金融の急拡大であり、米金融界はその急拡大を煽って儲け

てきたのだから、もともとの悪者はやっぱり金融界だともいえる。 

 明確に報道・指摘されていないので、多くの人は気づいていないだろうが、このところ世界的に、通貨や金明確に報道・指摘されていないので、多くの人は気づいていないだろうが、このところ世界的に、通貨や金明確に報道・指摘されていないので、多くの人は気づいていないだろうが、このところ世界的に、通貨や金明確に報道・指摘されていないので、多くの人は気づいていないだろうが、このところ世界的に、通貨や金

融界に対する信用がゆらいでいる。融界に対する信用がゆらいでいる。融界に対する信用がゆらいでいる。融界に対する信用がゆらいでいる。日米などは株高だが、その背景にあるのが日銀や連銀による過激な緩和策

であり、株価は目先上昇してみんな浮かれているが、上昇の理由を考えると恐ろしさ（高いリスク）を感じる

人も多いはずだ。日本株５月下落説なども出ている。ユーロ圏は投機筋の攻撃を受けてキプロスが金融危機と

なり、銀行口座が封鎖・没収（徴税）される事態が起きた。日本人の多くは、自分らと無関係な遠くの出来事

と思っているだろうが、欧州の人々は、これまで無リスクだったと思っていた銀行預金が、実はリスクの高い

資金置き場であることを感じ始めている。 

 

 債券も、債券群の上位にある国債が、米国も日本も政府の財政難がひどくなり、以前のような無リスクな投

資先でなくなり、それに連動して下位の社債やジャンク債の安全性が低下している（本来は、安全性が低下す

ると債券の価値が下がるが、その下落を連銀や日銀が緩和策による流通資金増によって止めている）。ドルや

円といった現金も、日銀や連銀の過剰発行によって、いずれインフレ（お金の価値の減価）がひどくなるかも

しれない状態だ。株や債券だけでなく、預金も現金もリスクが高まり、安心してお金をあずけられなくなった。 

 

 リスクの高まりを感じた人々は世界的に、昨年あたりから、金地金を買う傾向を強めていた。リスクの高まりを感じた人々は世界的に、昨年あたりから、金地金を買う傾向を強めていた。リスクの高まりを感じた人々は世界的に、昨年あたりから、金地金を買う傾向を強めていた。リスクの高まりを感じた人々は世界的に、昨年あたりから、金地金を買う傾向を強めていた。資金を安心し

て置ける先がないので、金地金が注目された。この状態を放置すると、株や債券、預金から資金が流出し、金

融崩壊が起こりかねなかった。それを防ぐため、金融界が金地金相場を暴落させ、金に群がり始めた世界の人々それを防ぐため、金融界が金地金相場を暴落させ、金に群がり始めた世界の人々それを防ぐため、金融界が金地金相場を暴落させ、金に群がり始めた世界の人々それを防ぐため、金融界が金地金相場を暴落させ、金に群がり始めた世界の人々

を追い払った。金融界は、金を買おうとする人に「金は安全でない」と思わせることで、金への資金流入を防を追い払った。金融界は、金を買おうとする人に「金は安全でない」と思わせることで、金への資金流入を防を追い払った。金融界は、金を買おうとする人に「金は安全でない」と思わせることで、金への資金流入を防を追い払った。金融界は、金を買おうとする人に「金は安全でない」と思わせることで、金への資金流入を防

ぎ、ドルと金融界自身を延命させている。ぎ、ドルと金融界自身を延命させている。ぎ、ドルと金融界自身を延命させている。ぎ、ドルと金融界自身を延命させている。 

http://tanakanews.com/120830gold.php 

 

金地金の復権 

 今回、金と銀は暴落したが、商品市場の中でも、白金など他の金属や原油、食糧は、大して価格が動いてい

ない。金以外の商品の多くは、リーマンショック後の世界不況の中で実需（工業需要など）が減り、値下がり

したので、それ以上の下落にならない。金と、金に準じると考えられている銀だけは「商品」 

でなく「通貨」の側面があり、リーマンショックがドル崩壊でもあったため、その後、他の商品が安値を続け

るのをしり目に、金と銀の相場だけは上がる傾向が続いた（銀は、2011 年に暴落させられた）。 

http://tanakanews.com/081107gold.htm 

 

操作される金相場 

 金地金は、ドルと対極の関係にある。ドルが隆々とすれば金がすたれ、ドルが弱体化すると金が輝くのが自金地金は、ドルと対極の関係にある。ドルが隆々とすれば金がすたれ、ドルが弱体化すると金が輝くのが自金地金は、ドルと対極の関係にある。ドルが隆々とすれば金がすたれ、ドルが弱体化すると金が輝くのが自金地金は、ドルと対極の関係にある。ドルが隆々とすれば金がすたれ、ドルが弱体化すると金が輝くのが自

然な関係だ。然な関係だ。然な関係だ。然な関係だ。今回、金相場が暴落したが、それはドルが隆々としたからでない。ドルは依然として弱く、むし

ろ金融崩壊を防ぐために、ドルの発行者である連銀が無理に続けねばならない量的緩和によって、ドルの弱体
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化が進んでいる。今回の金暴落は、ドルの弱まりを顕在化することを防ぐためのものだ。ドルが再生するのは

難しい。連銀と日銀以外の世界の中央銀行の多くが、自国の通貨の今後の後ろ盾（外貨備蓄）を、失墜しつつ

あるドルや米国債から金地金に替えるべく、金地金を買い増している。金融のプロである中央銀行自身が、ド金融のプロである中央銀行自身が、ド金融のプロである中央銀行自身が、ド金融のプロである中央銀行自身が、ド

ルへの見放しを意味する金の買い増しをやっている。ルへの見放しを意味する金の買い増しをやっている。ルへの見放しを意味する金の買い増しをやっている。ルへの見放しを意味する金の買い増しをやっている。 

http://www.tanakanews.com/100405gold.php 

 

操作される金相場（２） 

 長期的にみると、金は再び買わ長期的にみると、金は再び買わ長期的にみると、金は再び買わ長期的にみると、金は再び買われるだろう。れるだろう。れるだろう。れるだろう。しかし、金が再び買われるようになると、米金融界が債券シス

テムで簡単に作れる資金を使って金先物に巨大な売り爆弾を落として金相場を暴落させる攻撃を再発するか

もしれない。金の現物価格が先物で簡単に下落させられる、金にとって無力な価格決定の仕掛け（それを作っ

たのは金融界だ）は、今後も変わらない。金に対する通貨戦争はまだ続きそうだ。金に対する通貨戦争はまだ続きそうだ。金に対する通貨戦争はまだ続きそうだ。金に対する通貨戦争はまだ続きそうだ。 

 

この記事はウェブサイトにも載せました。 

http://tanakanews.com/130416gold.htm 

 

相場師の視点で見ている当方と、全く同じ考えだ。｢暴落の始まりの時点で、3 日ほど待てば、

また良い買い場だったという事になるのかな？｣としたが、そのとおりに相場は今回の暴落の半

分は戻した。 

ただしドル建て金の下値支持線は 1200 ドル辺りなので、もう一発彼らが戻りを売るようなら、

その辺までの下げはあってもおかしくないだろう。特に GW 中は怖いね。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

ここ 2 週間の金の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 15 日 \4,579 -412 \4,592 -409 

4 月 16 日 \4,338 -241 \4,339 -253 

4 月 17 日 \4,342 4 \4,358 19 

4 月 18 日 \4,338 -4 \4,355 -3 

4 月 19 日 \4,515 177 \4,512 157 

4 月 22 日 \4,558 43 \4,566 54 

4 月 23 日 \4,479 -79 \4,498 -68 

4 月 24 日 \4,691 212 \4,585 87 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

4 月 25 日 \4,607 32 \4,618   

4 月 26 日 \4,673 66 \4,683 65 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、4/14 号においては『週末の夜間取引では、突如の NY 金の大暴落である。最大で下

げは 1350 ドルまで視野に入れているが、目先の 4,700 円台は買い場ではあるまいか。ただし、

その最大の下げ換算は 4,300 円台であるため、今の金相場は短期張りに徹するべきだろう』とコ

メントした。 

その後の相場展開は、2222 日間で日間で日間で日間で 900900900900 円ほどの大暴落円ほどの大暴落円ほどの大暴落円ほどの大暴落を演じ、そこから戻りに転じた相場が 4,7004,7004,7004,700

円台まで円台まで円台まで円台まで 600600600600 円円円円以上以上以上以上戻す戻す戻す戻すという大波乱の動き。 

ともかく 15 日、16 日のような前日比 450 円安というような大暴落は、誰もが経験したことの

ないものであり、市場は完全にパニックに陥ったと言える状況であった。 

 

チャートでは、チャートでは、チャートでは、チャートでは、5,0785,0785,0785,078 円（円（円（円（4/114/114/114/11）→）→）→）→4,1324,1324,1324,132 円（円（円（円（4/164/164/164/16）までの下げ幅が）までの下げ幅が）までの下げ幅が）までの下げ幅が 946946946946 円円円円。黒田ショックに

より上場来最高値更新寸前まで駆け上がった中で、12121212 日夜からの大暴落が始まった日夜からの大暴落が始まった日夜からの大暴落が始まった日夜からの大暴落が始まったわけだ。 

道中、道中、道中、道中、4,6214,6214,6214,621 円（円（円（円（4/44/44/44/4）の下値支持線を割り込み、下げが加速）の下値支持線を割り込み、下げが加速）の下値支持線を割り込み、下げが加速）の下値支持線を割り込み、下げが加速。おそらく買い方できつかった

のは 15 日よりも 16 日で、この日も一時は前日比前日比前日比前日比 460460460460 円円円円安の安の安の安の 4,1324,1324,1324,132 円まで下げ円まで下げ円まで下げ円まで下げ、資金ショート

を起こした向きの投げが壮大に出て、安値からは 250 円戻しての終了となったわけだ。（それで

も前日比 253 円安だったが） 

 

この 16 日の 9 時の寄り付きは 4,216 円だった。前日の 15 日は 450 円安の時点でも、｢売りだ！

夜の NY 金は更に 100 ドル下げてもおかしくないぞ！｣と顧客には連絡したが、売れた人はほぼ皆

無。むしろ 450 円も下げたのだから、明日は戻すだろうとの考えの人ばかりであった。 

そして翌日、更に 400 円ほど安く始まった時には｢買いだ！少なくとも 100 円や 200 円の反発

は、この夜にも出るぞ！｣と推奨したが、やはり買えた人は少なかった。皆、走っている車の前

に出た猫のように、動けずにいた。 

結果、17 日、18 日の乱高下を経た後、相場は戻り始めた。当方は 4,200 円台を買い推奨出来

たが、戻りは4,400円～4,600円と考えていたため、22日までにはその買い玉はすべて手仕舞い、

今週はほとんど様子見の状態である。 

結論から先に言えば、今度は売りに廻ろうかと考えているところだ。おそらく当面 4,800 円台



 6 

は無いだろうし、もう一度 2 番底を付けに行くとの考えである。 

 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \5,069 2 月 7 日 \3,886 6 月 4 日 \\\\4,6914,6914,6914,691    

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \5,068 2 月 7 日 \3,940 7 月 24 日 \4,673 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \\\\4,1254,1254,1254,125    4444 月月月月 16161616 日日日日    \4,674 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \\\\4,1294,1294,1294,129    4444 月月月月 16161616 日日日日    \4,676 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \\\\4,1314,1314,1314,131    4444 月月月月 16161616 日日日日    \4,678 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \\\\4,1324,1324,1324,132    4444 月月月月 16161616 日日日日    \4,683 

2014 年 4 月 \\\\4,5854,5854,5854,585    4444 月月月月 25252525 日日日日    \\\\4,7494,7494,7494,749    4444 月月月月 26262626 日日日日    \\\\4,5764,5764,5764,576    4444 月月月月 25252525 日日日日    \4,683 

 相場は動かなければ損も得も出ないのだから、この大きな動きは大歓迎だ。しかし 24 日に行

われた 4 月限納会に対しては、大きな異論有りだ。バカみたいな逆ザヤでバカみたいな逆ザヤでバカみたいな逆ザヤでバカみたいな逆ザヤでの納会の納会の納会の納会であり、これに

関しては取引所に文句を言った。 

 これに関しては、次回にでも詳しくコメントする。 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 4/4/4/4/26262626 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 8.48.48.48.4 ドルドルドルドル安安安安のののの 1453.61453.61453.61453.6 ドルドルドルドル。高値高値高値高値 1484.81484.81484.81484.8 ドル、ドル、ドル、ドル、安値安値安値安値 1447.31447.31447.31447.3 ドドドド

ルルルルであり、であり、であり、であり、上下幅上下幅上下幅上下幅 37.537.537.537.5 ドルドルドルドルと相変わらずブレている。 

…中略…  

 

さて｢1520152015201520 ドル台を割り込むようなら、ドル台を割り込むようなら、ドル台を割り込むようなら、ドル台を割り込むようなら、1350135013501350 ドル辺りまでの下げは十分に有り得るドル辺りまでの下げは十分に有り得るドル辺りまでの下げは十分に有り得るドル辺りまでの下げは十分に有り得る｣という事

は、前々からコメントしてきたことであり、暴落のきっかけとなった 12 日の大暴落で 1500 ドル

割れも出たのだから、翌日の更なる大暴落も当方にとっては予想の範囲内。 

結果として結果として結果として結果として 1321.51321.51321.51321.5 ドル（ドル（ドル（ドル（4/164/164/164/16）まで記録であるが、ズバリの的中だ）まで記録であるが、ズバリの的中だ）まで記録であるが、ズバリの的中だ）まで記録であるが、ズバリの的中だ。そこから現在は 1480

ドル台まで戻したわけだが、ここから上はキツイだろう。 

 

1500150015001500 ドルは上値の壁であり、ドルは上値の壁であり、ドルは上値の壁であり、ドルは上値の壁であり、1526152615261526 ドルはかなりの抵抗線だろうドルはかなりの抵抗線だろうドルはかなりの抵抗線だろうドルはかなりの抵抗線だろう。…中略…  

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/4/4/4/23232323 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…     

4/4/4/4/26262626 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、安値から 600 円戻した相場は、目先は戻り売り狙い。GW 谷間の

週なので、ポジションを大きく取る気はないが。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

ここ 2 週間のプラチナの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 15 日 \4,623 -278 \4,655 -276 

4 月 16 日 \4,501 -122 \4,557 -98 

4 月 17 日 \4,564 63 \4,596 39 

4 月 18 日 \4,477 -87 \4,514 -82 

4 月 19 日 \4,609 132 \4,612 98 

4 月 22 日 \4,590 -19 \4,618 6 

4 月 23 日 \4,531 -59 \4,555 -63 

4 月 24 日 \4,585 54 \4,612 57 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

4 月 25 日 \4,610 36 \4,639   

4 月 26 日 \4,684 74 \4,683 54 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、4/14 号においては『結果的に 5,000 円で目先天井を打ったか。4,543 円もま

だ目先底として働くだろうが、現在はちょうど上げ幅の半値押し。3 分の 2 押しの 4,700 円割れ

辺りまではあるだろう』とコメントした。 

その後の相場展開は、金の大暴落の影響から 15151515 日、日、日、日、16161616 日の両日に大暴落日の両日に大暴落日の両日に大暴落日の両日に大暴落。4,3104,3104,3104,310 円（円（円（円（4/164/164/164/16））））

までの安値を記録までの安値を記録までの安値を記録までの安値を記録したが、そこからは急激に戻し、この週末にはそこからは急激に戻し、この週末にはそこからは急激に戻し、この週末にはそこからは急激に戻し、この週末には 4,7004,7004,7004,700 円台半ばまで記録円台半ばまで記録円台半ばまで記録円台半ばまで記録。 

 

金は金は金は金は 946946946946 円下げて円下げて円下げて円下げて 617617617617 円の戻り円の戻り円の戻り円の戻りを今週末までに入れたわけだが（その後の夜間取引ではまた

大きく下げているが）、プラチナはプラチナはプラチナはプラチナは 690690690690 円下げて、円下げて、円下げて、円下げて、443443443443 円を戻した相場円を戻した相場円を戻した相場円を戻した相場となっている。 

…中略…  

690 円幅の暴落は１枚当り 34 万 5,000 円の動きであり、これは大きい。しかし金に比べれば、

やはりまだマシというもの。それに元々、それに元々、それに元々、それに元々、｢｢｢｢5,0005,0005,0005,000 円で天井は打っており、円で天井は打っており、円で天井は打っており、円で天井は打っており、4,7004,7004,7004,700 円割れ円割れ円割れ円割れ目標｣目標｣目標｣目標｣とととと

コメントしコメントしコメントしコメントして来たて来たて来たて来たわけだわけだわけだわけだから、金の大暴落の影響で予想以上に下落したのは 300 円程度のものだ。

その行き過ぎ分は、あっという間に回復したわけだ。 

ただし結論から先に言えば、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \5,255 2 月 7 日 \3,466 7 月 24 日 \\\\4,5854,5854,5854,585    

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \5,267 2 月 7 日 \3,460 7 月 24 日 \4,684 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,677 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,674 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,236 

12 月 25

日 

\4,694 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \\\\4,3104,3104,3104,310    4444 月月月月 16161616 日日日日    \4,692 

2014 年 4 月 \\\\4,6224,6224,6224,622    4444 月月月月 25252525 日日日日    \\\\4,7534,7534,7534,753    4444 月月月月 26262626 日日日日    \\\\4,614,614,614,611111    4444 月月月月 25252525 日日日日    \4,693 

 25252525 日に発会した日に発会した日に発会した日に発会した 2014201420142014 年年年年 4444 月限は、月限は、月限は、月限は、4,6114,6114,6114,611 円がその安値であるが、これを割り込んだ時にもう円がその安値であるが、これを割り込んだ時にもう円がその安値であるが、これを割り込んだ時にもう円がその安値であるが、これを割り込んだ時にもう

一度突っ込んで行く相場が来るのではないかと想定している一度突っ込んで行く相場が来るのではないかと想定している一度突っ込んで行く相場が来るのではないかと想定している一度突っ込んで行く相場が来るのではないかと想定している。当方としては、ここに新規売り
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のストップオーダーを入れておこうかと考えている。 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,693 円（プラチナ）－4,683 円（金）＝10101010 円円円円。 

 

週末の夜間取引では、プラチナが確り、金が急落となっているため、4 時現在のサヤは 87 円

まで拡大している。 

金の大暴落の時は、一気に 238 円（4/17）まで拡大し、その後にまた詰まって、現在の状況と

なっているわけだが、チャートを見ても仕掛けづらいところだ。 

…中略…  

 

結論として当方の相場観は、金に連れて下げただけの暴落だったゆえに回復も早かったが、ト

レンドは相変わらず右肩下がり。4,800 円以上は難しいと考え、戻り売りの相場と見るのが自然

であろう。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

ここ 2 週間のコーンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

4 月 15 日 \34,000 0 \27,300 -570 

  7 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \32,000 -220 \27,200   

4 月 17 日 \32,300 300 \27,650 450 

4 月 18 日 \32,390 90 \27,790 140 

4 月 19 日 \32,330 -60 \27,680 -110 

4 月 22 日 \32,490 160 \27,810 130 

4 月 23 日 \32,000 -490 \27,120 -690 

4 月 24 日 \31,910 -90 \26,880 -240 

4 月 25 日 \31,810 -100 \27,080 200 

4 月 26 日 \31,700 -110 \26,830 -250 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

4/14 号においては『シカゴの反騰と円安の進行で 2,000 円戻した相場であるが、高値を買い

進むほどの相場ではないだろう。ここは冷静に押し目を待ち、そこで仕掛けるべきだろう』とコ

メントした。 

その後の相場展開は、金の暴落ショックもあり 26,55026,55026,55026,550 円（円（円（円（4/164/164/164/16）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落したが、元々何も

関係のない下げだったので一転して戻り 28,07028,07028,07028,070 円（円（円（円（4/224/224/224/22）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。作付遅れ懸念も上昇に拍

車を掛けたのだが、その後回復が報じられて再び再び再び再び 26,00026,00026,00026,000 円台に下落円台に下落円台に下落円台に下落して週を終えている。 

 

コーン相場は、天候相場第一ステージの作付コーン相場は、天候相場第一ステージの作付コーン相場は、天候相場第一ステージの作付コーン相場は、天候相場第一ステージの作付の真っ最中だの真っ最中だの真っ最中だの真っ最中だ。天候によって作付の進捗状況が

どうたら、土壌水分がどうたらと、材料にして動いているわけだ。 

しかし天候相場で一番重要なのは、次のステージの受粉期であり、問題はその時の天候だ。今今今今

は前哨戦でしかないは前哨戦でしかないは前哨戦でしかないは前哨戦でしかない。それはまだ 2 ヶ月以上先の話である。 

 

国内相場の現在は、…中略…  

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \34,400 3 月 22 日 \21,490 6 月 18 日 \31,700 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \30,090 3 月 28 日 \25,510 10 月 1 日 \29,000 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\27,970 2 月 6 日 \24,420 

11 月 14

日 

\26,350 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,170 2 月 5 日 \24,930 

12 月 21

日 

\26,350 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \27,900 4 月 12 日 \25,690 4 月 4 日 \26,590 

2014 年 5 月 \\\\26,55026,55026,55026,550    4444 月月月月 16161616 日日日日    \\\\28,07028,07028,07028,070    4444 月月月月 22222222 日日日日    \\\\26,55026,55026,55026,550    4444 月月月月 16161616 日日日日    \26,830 

 期近 7 月限、9 月限の逆ザヤ、そして 11 月限との大きな逆ザヤ、それ以降の限月の順ザヤと

なっている情勢は、旧穀・新穀の違いである。 
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 米国産コーンは当然この秋に収穫するわけで、昨年はホット＆ドライで収穫高が少なかったか

ら期近は需給逼迫で高い。今年の新穀は作付面積増と豊作予測（どうなるかなど、本当は誰にも

判らない話であるが）で安いわけである。 

 だから同じコーンとはいえ、旧穀・新穀の相場というものは、全く違う商品であると考えた旧穀・新穀の相場というものは、全く違う商品であると考えた旧穀・新穀の相場というものは、全く違う商品であると考えた旧穀・新穀の相場というものは、全く違う商品であると考えた

方が良い方が良い方が良い方が良いものだ。それが穀物相場である。 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 4/264/264/264/26 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、5555 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 1.251.251.251.25 セント安のセント安のセント安のセント安の 644.00644.00644.00644.00 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 7.257.257.257.25

セント安セント安セント安セント安のののの 524.00524.00524.00524.00 セントセントセントセントだった。 

円高なので国内換算は 260 円安となる。 

 

チャートでは、今回の金の大暴落のようなものは先月末の米農務省報告時に起きているチャートでは、今回の金の大暴落のようなものは先月末の米農務省報告時に起きているチャートでは、今回の金の大暴落のようなものは先月末の米農務省報告時に起きているチャートでは、今回の金の大暴落のようなものは先月末の米農務省報告時に起きている。そ

の後は下値もみ合いしているだけだ。 

安値は 620 セント台であるが、これは期近の相場。それよりも更に 1 ドルほど下ザヤに居る新

穀に、｢ここから更に下げて、一体幾らあるの？ここから更に下げて、一体幾らあるの？ここから更に下げて、一体幾らあるの？ここから更に下げて、一体幾らあるの？｣、｢チャイナの汚染問題で、同国の穀物生産高チャイナの汚染問題で、同国の穀物生産高チャイナの汚染問題で、同国の穀物生産高チャイナの汚染問題で、同国の穀物生産高

は激減するんじゃないの？は激減するんじゃないの？は激減するんじゃないの？は激減するんじゃないの？｣という期待に賭けているわけで、まだこの時期に何かを期待してい

たわけではない。 

 今年の穀物生産高など、まだ誰にも判らない事であり、だからこそ先物市場が存在しているわ

けだ。相場はあまり難しく考えてもしょうがない。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/4/4/4/22222222 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

ただしコーン相場で、ファンドが売り越しになるのは滅多ファンドが売り越しになるのは滅多ファンドが売り越しになるのは滅多ファンドが売り越しになるのは滅多にないにないにないにない。ファンドの買い越しは多ファンドの買い越しは多ファンドの買い越しは多ファンドの買い越しは多

い時でい時でい時でい時で 40404040 万枚、少ない時で万枚、少ない時で万枚、少ない時で万枚、少ない時で 10101010 万枚以下というのが今までのパターンである万枚以下というのが今までのパターンである万枚以下というのが今までのパターンである万枚以下というのが今までのパターンである。つまり現在の水

準は、かなりの低水準に居るという事だ。 

またシカゴ市場の取組高は、現在シカゴ市場の取組高は、現在シカゴ市場の取組高は、現在シカゴ市場の取組高は、現在 125125125125 万枚万枚万枚万枚ある。…中略…  

  

結論として当方の相場観は、高値は利食い、突っ込みは買いの方針に変化無し。基本的には、

まだ 2,000 円幅程度のレンジ相場が続くだろうと見る。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

ここ 2 週間の大豆の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 15 日 \66,900 0 \52,850 -910 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \60,950 -1050 \52,290   

4 月 17 日 \62,600 1650 \52,850 560 

4 月 18 日 \62,500 -100 \52,690 -160 

4 月 19 日 \64,000 1500 \53,150 460 

4 月 22 日 \64,500 500 \52,330 -820 

4 月 23 日 \64,000 -500 \51,730 -600 

4 月 24 日 \64,880 480 \51,330 -400 

4 月 25 日 \64,400 -480 \51,390 60 

4 月 26 日 \64,010 -390 \51,160 -230 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

4/14 号においては『大勢押し目買い方針に変化はないものの、目先は利食い売りが出やすい

水準だろう。高値飛びつき買いは避け、冷静に押し目を待って買い直すのが良いだろう』とコメ

ントした。 

その後の相場展開は、金の暴落の影響で 50,90050,90050,90050,900 円（円（円（円（4/164/164/164/16））））まで値を消した後、53,65053,65053,65053,650 円（円（円（円（4/224/224/224/22））））

まで急反騰まで急反騰まで急反騰まで急反騰。更にその後に 50,76050,76050,76050,760 円（円（円（円（4/244/244/244/24）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落するなど、乱高下を繰り返す展開となっ

た。 

 

米国産大豆の作付は米国産大豆の作付は米国産大豆の作付は米国産大豆の作付は 5555 月半ばから月半ばから月半ばから月半ばからであり、現在はまだコーンの作付終了を待っている状況であ

る。相場は、コーンの作付が順調ならば大豆も…とか、逆にコーンの作付が順調ならば大豆の相場は、コーンの作付が順調ならば大豆も…とか、逆にコーンの作付が順調ならば大豆の相場は、コーンの作付が順調ならば大豆も…とか、逆にコーンの作付が順調ならば大豆の相場は、コーンの作付が順調ならば大豆も…とか、逆にコーンの作付が順調ならば大豆の

作付面積は少なくなるのでは？とか、同じ材料で強弱両方の見方が交互に出る時期だ作付面積は少なくなるのでは？とか、同じ材料で強弱両方の見方が交互に出る時期だ作付面積は少なくなるのでは？とか、同じ材料で強弱両方の見方が交互に出る時期だ作付面積は少なくなるのでは？とか、同じ材料で強弱両方の見方が交互に出る時期だ。 

いずれにしたって現在は、50,00050,00050,00050,000 円～円～円～円～53,00053,00053,00053,000 円台でのもみ合い、逆張りの推移円台でのもみ合い、逆張りの推移円台でのもみ合い、逆張りの推移円台でのもみ合い、逆張りの推移であり、まだ

相場がどちらかに抜ける勢いは感じられない。 

 

そして更に言うならば、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \\\\65,30065,30065,30065,300    4444 月月月月 19191919 日日日日    \44,400 6 月 18 日 \64,010 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \60,100 3 月 12 日 \47,500 

11 月 13

日 

\58,370 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \60,000 3 月 12 日 \46,920 

10 月 16

日 

\59,560 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \55,450 2 月 6 日 \48,450 1 月 9 日 \52,110 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \53,980 4 月 11 日 \50,150 4 月 4 日 \51,250 

2014 年 4 月 \\\\50,91050,91050,91050,910    4444 月月月月 16161616 日日日日    \\\\53,65053,65053,65053,650    4444 月月月月 22222222 日日日日    \\\\50,76050,76050,76050,760    4444 月月月月 24242424 日日日日    \51,160 
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〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 4/4/4/4/26262626 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、5555 月限月限月限月限でででで 7.257.257.257.25 セントセントセントセント高高高高のののの 1414141430.7530.7530.7530.75 セントセントセントセント。11111111 月限では月限では月限では月限では 4444.00.00.00.00 センセンセンセン

トトトト高高高高のののの 1212121210.2510.2510.2510.25 セントセントセントセント。 

この半年はこの半年はこの半年はこの半年は 1350135013501350 セント～セント～セント～セント～1500150015001500 セント台でのもみ合いの推移セント台でのもみ合いの推移セント台でのもみ合いの推移セント台でのもみ合いの推移であり、今もそれは変わらない。

ただし新穀は、その旧穀よりもただし新穀は、その旧穀よりもただし新穀は、その旧穀よりもただし新穀は、その旧穀よりも 2222 ドル以上安い水準であり、週末もドル以上安い水準であり、週末もドル以上安い水準であり、週末もドル以上安い水準であり、週末も 12121212 ドル台そこそこだドル台そこそこだドル台そこそこだドル台そこそこだ。 

 

つまりチャートでの底値は 13 ドル台半ばでも、実際の先物相場はその遥か下に位置している

わけであり、｢こんなところから下げても、たかが知れてるんじゃないの？こんなところから下げても、たかが知れてるんじゃないの？こんなところから下げても、たかが知れてるんじゃないの？こんなところから下げても、たかが知れてるんじゃないの？｣｢もしも何かが起きもしも何かが起きもしも何かが起きもしも何かが起き

たら、上がるしかないんじゃないの？たら、上がるしかないんじゃないの？たら、上がるしかないんじゃないの？たら、上がるしかないんじゃないの？｣というのが当方の基本的な考え方であり、そりゃ 10 ド

ル以下まで確実に下げそうな材料でも出たら別だが、そうじゃない限りは“果報は寝て待て”と

いう考え方なわけである。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 4/4/4/4/23232323 現在現在現在現在ののののファンファンファンファンドのドのドのドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、今しばらくはもみ合い相場となるだろう。基本スタンスは突っ込

みを買って、戻りは利食いする作戦である。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

ここ 2 週間のゴムの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 15 日 248.0 -17.0 259.0 -17.4 

4 月 16 日 244.0 -4.0 257.5 -1.5 

4 月 17 日 239.1 -4.9 252.4 -5.1 

4 月 18 日 233.0 -6.1 245.2 -7.2 

4 月 19 日 240.2 7.2 253.2 8.0 

4 月 22 日 243.3 3.1 250.9 -2.3 

4 月 23 日 241.3 -2.0 249.2 -1.7 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 24 日 247.5 6.2 258.3   

4 月 25 日 250.0 2.5 259.1 0.8 

4 月 26 日 247.0 -3.0 257.1 -2.0 

4/14 号においては『284.0 円をオーバー出来なかった事で、買いトレンドに転換するまでには

至らなかった。反騰相場は終了であり、もう一度安値更新するのか、それとも底固めに入るのか

の判断をする相場であろう。いずれにせよ、目先は売りだろう』とコメントした。    

その後の相場展開は、金の暴落とともに急落した相場が 242.6242.6242.6242.6 円（円（円（円（4/184/184/184/18）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。そこから

戻した相場は、260260260260 円台までは一時回復円台までは一時回復円台までは一時回復円台までは一時回復した。 

 

280.8280.8280.8280.8 円（円（円（円（4/114/114/114/11））））→→→→242.6242.6242.6242.6 円（円（円（円（4/184/184/184/18）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は 38.238.238.238.2 円円円円。そこからそこからそこからそこから 20202020 円ほど戻している円ほど戻している円ほど戻している円ほど戻している

ものの、チャートを一目見てわかる通りに右肩下がりのトレンドは変わらないものの、チャートを一目見てわかる通りに右肩下がりのトレンドは変わらないものの、チャートを一目見てわかる通りに右肩下がりのトレンドは変わらないものの、チャートを一目見てわかる通りに右肩下がりのトレンドは変わらない。 

少なくとも今回の急落の起点である 280.8 円をクリアできないと、トレンドの転換とはならな

いわけである。 

…中略…  

いずれにせよ今回の急落は金の影響も大きかったが、前回号でコメントしたとおり｢下手すれ

ば、また“往って来い”の相場になる可能性も｣としたのが現実になっただけだ。予測通りの下

げであった。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

323.9 2 月 6 日 231.0 231.0 231.0 231.0 4444 月月月月 18181818 日日日日    241.3241.3241.3241.3    

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

329.0 2 月 6 日 233.4 233.4 233.4 233.4 4444 月月月月 18181818 日日日日    247.0 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

334.1 2 月 4 日 236.7 236.7 236.7 236.7 4444 月月月月 18181818 日日日日    248.0 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 240.4 240.4 240.4 240.4 4444 月月月月 18181818 日日日日    250.8 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 241.3 241.3 241.3 241.3 4444 月月月月 18181818 日日日日    253.4 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 284.0 3 月 27 日 242.5 242.5 242.5 242.5 4444 月月月月 18181818 日日日日    255.1 

2013 年 10 月 253.253.253.253.7777    4444 月月月月 24242424 日日日日    265.8265.8265.8265.8    4444 月月月月 26262626 日日日日    253.5 253.5 253.5 253.5 4444 月月月月 24242424 日日日日    257.1 
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当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、5 月限 265.0 円～10 月限 276.4 円と 10.110.110.110.1 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は変わらない。 

 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

 

 国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、4/101 現在で 131 トン減の 15,668 トン。9 旬ぶりの減少であるが、水

準としてはまだ多い。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは…中略…  

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、21,000 元台でのもみ合いから 18,000 元台前半まで下落し、その後は僅かに

反発。安値で出来高は急増しており、投げも出た雰囲気はある。 

 

産地情報は新たな対策などは全く聞こえて来ず。なぜ産地だけ下がってこないのか、疑問だ。 

 

 結論として当方の相場観は、この値位置では買いたくも無し、売りたくも無し。敢えてどちら

かを必ずしなければいけないのなら、2 番底狙いの売りだろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

4/14 号においては『押し目買いの展開から、一気にまた戻り売りへと変化である。というか、

戻ればラッキーくらいの相場になったかもしれない。相場の転換サイクルが早いため、小玉での

勝負が無難だろう』とコメントした。 

その後の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は金とともに急落して 85.6185.6185.6185.61 ドル（ドル（ドル（ドル（4/184/184/184/18））））まで値を消したもの

の、そこから一転して今度は 25 日まで急反騰。94949494 ドル近くまで戻ドル近くまで戻ドル近くまで戻ドル近くまで戻し、週末週末週末週末 26262626 日は前日比日は前日比日は前日比日は前日比 0.640.640.640.64

ドル安のドル安のドル安のドル安の 93.0093.0093.0093.00 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了となった。安値は安値は安値は安値は 92.0692.0692.0692.06 ドルドルドルドルまで記録である。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは 97.8097.8097.8097.80 ドル（ドル（ドル（ドル（4/14/14/14/1）→）→）→）→85.6185.6185.6185.61 ドル（ドル（ドル（ドル（4/184/184/184/18）まで）まで）まで）まで 12.1912.1912.1912.19 ドル（ドル（ドル（ドル（12121212％）下げ、そこか％）下げ、そこか％）下げ、そこか％）下げ、そこか

らは一気にまた戻したわけだらは一気にまた戻したわけだらは一気にまた戻したわけだらは一気にまた戻したわけだ。 

今回の下げに関しては、前回号で｢チャートは再び崩れに入った格好であり、89.3389.3389.3389.33 ドル（ドル（ドル（ドル（3/43/43/43/4））））

をををを割り込むと更に悪化割り込むと更に悪化割り込むと更に悪化割り込むと更に悪化する｣とコメントしていたように、予想通りの展開ではあった。むしろそ

こからの急反騰の方が意外であり、…中略…  

 

また 4/4/4/4/23232323 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

ここ 2 週間の原由の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 15 日 \62,550 -1510 \59,960 -2870 

4 月 16 日 \62,210 -340 \59,150 -810 

4 月 17 日 \62,390 180 \59,810 660 

4 月 18 日 \61,600 -790 \58,180 -1630 

4 月 19 日 \62,100 500 \59,590 1410 

4 月 22 日 \62,400 300 \60,080 490 

4 月 23 日 \62,280 -120 \59,640 -440 

4 月 24 日 \62,450 170 \60,790 1150 

4 月 25 日 \62,600 150 \61,380 590 

4 月 26 日 \62,600 0 \61,390 10 

その後の相場展開は、東京原油東京原油東京原油東京原油はははは 63,86063,86063,86063,860 円（円（円（円（4/114/114/114/11））））→→→→57,37057,37057,37057,370 円（円（円（円（4/184/184/184/18）ま）ま）ま）までででで 6,4906,4906,4906,490 円幅の暴円幅の暴円幅の暴円幅の暴

落を演じ、落を演じ、落を演じ、落を演じ、そこから再び 62,15062,15062,15062,150 円（円（円（円（4/264/264/264/26）と週末まで戻す展開に）と週末まで戻す展開に）と週末まで戻す展開に）と週末まで戻す展開に。 

 

このこのこのこの 62,15062,15062,15062,150 円は戻りいっぱいと見ている円は戻りいっぱいと見ている円は戻りいっぱいと見ている円は戻りいっぱいと見ているが、GW に突入したので仕掛けづらい。万が一、先の

高値である 63,860 円を突破するようなら一気に相場付きが変わってしまうが、その可能性は薄

いと思っている。むしろ 57,370 円が本当の底なのかどうかを試す展開が先との見方であるが、

さてどうなるかというところだろう。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \67,320 2 月 13 日 \50,390 

11 月 12

日 

\62,600 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \66,830 2 月 12 日 \52,370 

12 月 11

日 

\62,530 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \66,690 2 月 13 日 \57,320 1 月 8 日 \62,140 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \66,460 2 月 13 日 \\\\57,78057,78057,78057,780    4444 月月月月 18181818 日日日日    \61,890 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \64,000 4 月 11 日 \\\\57,36057,36057,36057,360    4444 月月月月 16161616 日日日日    \61,590 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \63,860 4 月 11 日 \\\\57,37057,37057,37057,370    4444 月月月月 18181818 日日日日    \61,390 

   

結論として当方の相場観は、今週末の高値62,150円で戻りいっぱいと考えており、また63,860

円を超えない限り、戻り売りの展開に変化はないと見ている。もう一度、底値を試しに行く展開

になると読む。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

ここ 2 週間のガソリンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 15 日 \72,750 -2890 \71,870 -3550 

4 月 16 日 \71,110 -1640 \70,340 -1530 

4 月 17 日 \72,150 1040 \70,860 520 

4 月 18 日 \71,030 -1120 \69,400 -1460 

4 月 19 日 \73,100 2100 \71,160 1760 

4 月 22 日 \73,750 620 \71,900 740 

4 月 23 日 \73,230 -520 \70,960 -940 

4 月 24 日 \73,720 490 \71,860 900 

4 月 25 日 \74,180 460 \72,750 890 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

4 月 26 日 \74,830 -220 \72,160   

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

4/14 号においては『買いトレンドに変化かと思われた途端に急落である。それだけ今は、ま

だ不安定な相場であるという事であり、乱高下が続く可能性が大だろう。目先は、戻り売り主体

の逆張りがベターか』とコメントした。 

その後の相場展開は、週明けから金の大暴落の影響もあって 75,00075,00075,00075,000 円台円台円台円台から一気に値を消し、から一気に値を消し、から一気に値を消し、から一気に値を消し、

結局は結局は結局は結局は 68,15068,15068,15068,150 円（円（円（円（4/184/184/184/18）まで）まで）まで）まで 7,0007,0007,0007,000 円の暴落円の暴落円の暴落円の暴落。しかし週末掛けては戻し、しかし週末掛けては戻し、しかし週末掛けては戻し、しかし週末掛けては戻し、73,00073,00073,00073,000 円近くまでは円近くまでは円近くまでは円近くまでは

反騰反騰反騰反騰。だがそこからは値を消して終了である。 

金相場ほどではないが、このガソリン相場も急落を演じた展開だ。戻り売り主体の逆張りとの

判断は、はずまず正解だったと言えるだろう。 

そしてチャートを一目見て判断できるとおり、2 月の高値からは右肩下がりのトレンドであり、

また今回の急落で完全に雲の下に抜けている相場である。当面は、戻り売りとの判断を下すのに

何の問題があろうか？ そういう相場であろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\82,380 2 月 13 日 \62,490 11 月 6 日 \\\\74,18074,18074,18074,180    

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\82,250 2 月 12 日 \66,480 

12 月 10

日 

\74,830 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\82,280 2 月 13 日 \\\\69,60069,60069,60069,600    4444 月月月月 16161616 日日日日    \74,930 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \82,250 2 月 13 日 \\\\69,60069,60069,60069,600    4444 月月月月 16161616 日日日日    \74,480 

2013 年 9 月 \78,930 2 月 26 日 \79,590 3 月 12 日 \\\\69,05069,05069,05069,050    4444 月月月月 18181818 日日日日    \73,530 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \76,710 4 月 1 日 \\\\68,15068,15068,15068,150    4444 月月月月 18181818 日日日日    \72,670 

2013 年 11 月 \\\\72,99072,99072,99072,990    4444 月月月月 26262626 日日日日    \\\\72,99072,99072,99072,990    4444 月月月月 26262626 日日日日    \\\\71,70071,70071,70071,700    4444 月月月月 26262626 日日日日    \72,160 

4/4/4/4/26262626 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

4/4/4/4/20202020 現現現現在の在の在の在のガソリンガソリンガソリンガソリン在庫は、在庫は、在庫は、在庫は、…中略…  

 結論として当方の相場観は、しばらくは戻り売りの相場が継続すると考える。68,000 円台は、

まだ大底がどうか判らないと見ている。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

ここ 2 週間の灯油の値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 15 日 \69,630 -2760 \73,080 -3250 

4 月 16 日 \68,670 -960 \71,410 -1670 

4 月 17 日 \69,330 660 \71,730 320 

4 月 18 日 \68,010 -1320 \69,810 -1920 

4 月 19 日 \69,460 1450 \71,500 1690 

4 月 22 日 \69,890 430 \72,130 630 

4 月 23 日 \69,220 -670 \71,620 -510 

4 月 24 日 \69,860 640 \72,750 1130 

4 月 25 日 \70,330 470 \73,470 720 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

4 月 26 日 \70,570 -50 \74,080   

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

4/14 号においては『ファンダメンタルズからは上昇余地は少なく思える。11 月限が発会する

までは、しばらく様子見が良いだろう』とコメントした。 

その後の相場展開は、金とともに急落した相場が 69,00069,00069,00069,000 円（円（円（円（4/184/184/184/18）まで高値から）まで高値から）まで高値から）まで高値から 8,0008,0008,0008,000 円超円超円超円超

の暴落の暴落の暴落の暴落。しかしそこからは戻し始め、週末に発会した 11 月限は 75,000 円台でのスタートとなっ

た。 

 

結論から先に言えば、週末の発会値週末の発会値週末の発会値週末の発会値 75,35075,35075,35075,350 円は戻りいっぱい円は戻りいっぱい円は戻りいっぱい円は戻りいっぱいと見ている。それを超え、更に

77,270 円（4/11）を抜けてゆく様ならば考え方も変えねばなるまいが、そのリスクよりも、下

値リスクの方が高いのではあるまいか？ 69,000 円は、必ずしも大底とまでは言えないと見て

いるのが当方の相場観だ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\81,240 2 月 12 日 \62,530 11 月 6 日 \\\\70,33070,33070,33070,330    

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\81,460 2 月 12 日 \64,690 

12 月 11

日 

\70,570 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\81,700 2 月 12 日 \\\\67,32067,32067,32067,320    4444 月月月月 18181818 日日日日    \71,100 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \82,030 2 月 12 日 \\\\67,72067,72067,72067,720    4444 月月月月 18181818 日日日日    \71,890 

2013 年 9 月 \76,550 2 月 26 日 \76,980 2 月 26 日 \\\\68,34068,34068,34068,340    4444 月月月月 18181818 日日日日    \72,670 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \77,270 4 月 11 日 \\\\69,00069,00069,00069,000    4444 月月月月 18181818 日日日日    \73,410 

2013 年 11 月 \\\\75,35075,35075,35075,350    4444 月月月月 26262626 日日日日    \\\\75,35075,35075,35075,350    4444 月月月月 26262626 日日日日    \\\\73,87073,87073,87073,870    4444 月月月月 26262626 日日日日    \74,080 

 

4/4/4/4/26262626 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

4/4/4/4/20202020 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

 結論として当方の相場観は、戻り売り方針の相場であろう。11 月限は発会天井と見ており、7

万円割れを目先の目標値に設定したい考えである。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

 “黒田ショック”の後、99.9499.9499.9499.94 円（円（円（円（4/114/114/114/11））））まで円安が進んだ相場は、金の暴落と時期を同じく

して一時 96 円台までの円高調整。 

 その後再び 99 円台後半と円安が進むが、100100100100 円台乗せならずで、また若干円高に円台乗せならずで、また若干円高に円台乗せならずで、また若干円高に円台乗せならずで、また若干円高に。東京市場

が GW に突入した週末の NY 市場では、一時 97 円台半ばの円高となっている。 

 ただし円安トレンドに変化が出たわけではない。100100100100 円突破の材料待ちというところなのでは円突破の材料待ちというところなのでは円突破の材料待ちというところなのでは円突破の材料待ちというところなのでは

あるまいか？あるまいか？あるまいか？あるまいか？    

来週の主な予定は、 

…中略… 日本が休みの日本が休みの日本が休みの日本が休みの 3333 日の夜は怖い！日の夜は怖い！日の夜は怖い！日の夜は怖い！ 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

”黒田ショック”で進んだ円安は、131.11131.11131.11131.11 円（円（円（円（4/114/114/114/11））））まで記録。その後、金の暴落と時期を

同じくして 124.77124.77124.77124.77 円（円（円（円（4/164/164/164/16））））まで円高に。 

その後、130 円台まで再び円安となるが、週末の掛けてはまた調整局面である。 

…中略…  

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態グラフが上に行けば行くほど、ドルが売られている状態。逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ逆に下にゆくほど、ドルが買われ

ている状態を示すている状態を示すている状態を示すている状態を示す。 

今回の金暴落は、なぜかドル安の時に起きたわけだ今回の金暴落は、なぜかドル安の時に起きたわけだ今回の金暴落は、なぜかドル安の時に起きたわけだ今回の金暴落は、なぜかドル安の時に起きたわけだ。…中略…  

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


